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小柴effectはなかったですよね。
佐々:すべての分野において、 30年前、 40年前に比べて、今の現場研究者の人たちが若い人たちに感
動を与えられる研究をできているかどうかという、その一点に尽きているのではなし、かと思う
のです。理科離れがどうのとか、若い人がどうなっているという責任は、私たちが感動を与え
る研究をできていなし、からという、きわめて単純なことではなし、かと思います。打開策は一つ
で、いい研究をすることだと思うのです。そういうことをできるかどうかということが一番の
鍵で、このままそこそこの研究はできるけれども、感動するような研究ができなかったら、物
理は死んでいきます。それは、それだけの学問なのですよ。対象を広げてすむような問題では
ないのです。対象を広げてすむなどというのは、もう昔の発想です。
益J1 :対象を広げるのとは反対に、ある意味で、は合っていて、ある意味で、は間違っていると思うのだ
けれども、それはどういうことかというと、それを一元的に言つてはだめだとか、研究者は何
でも面白いと思うだ、けの好奇心を持っていないといけないです。
佐々:もちろんそうですよ。だから対象が自発的に広がっていくのはいいのですよ。単に広げようと
思うのはだめです。
坂東:そんなのは当り前でしょう。
佐々:広げるというのはどうでもいいことで、大事なことは自分の研究者としてのプライドをかけて、
研究対象や課題を真剣に選んでいくことです。そういう、ものすごく基本的なことを忘れて、
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対象を広げるとか表面的なことを言うからおかしくなるのです。
益J1 :対象を広げる必要はない。それはなんというか、うちは理論物理をやっていますと言えば、理
論物理をやっていればいいのです。そこで研究している人に、俺は理論物理の、ここだけの専
門家でございと言うのが間違いなのです。そこで、の研究者だったら、研究者であるということ
が重要なのであって、それはその時点でどんなことに興味を持ってもいいわけです。ときと場
合によっては、自分自身の専門を変えたっていいわけです。我々の先輩は、そうやって生物物
理に突入してみたり、ここで、大腸菌を飼ってみたり。
坂東:誰が今大腸菌を飼っているのですか。昔ですね。今でも飼っているのですか。
益川:飼っていた。
坂東飼っていたjでしょう。
益J1 :それはそうしたらいいのです。学問の必要は必然性であって、その必然性というのはこちらの
ほうに興味を持っている。それを専攻しておく段階で学問を固定すればいいのだけれども、そ
の段階で失敗したら、その人はもう一代限りですね。
坂東:そういう意味では、学問的な対象の広がりを許容する自由度というか、許容性がなかったらだ
めでしょうね。物性基礎論の話を聞きに行ったときに、「寺田物理が、やっと物理の対象として
研究できる時代に突入した」といわれていたのを聞いて、感銘を受けたことがありました。
益J1 :たぶん、私はみんな好奇心や許容度はあるのだと思うのだけれども、やらないだけだと思い
ます。
坂東:そうでしょうか。
益J1 :福留さん、湯川先生という偉大な人を見ていたという側面があるけれども、ここだけではなく
て、生物物理はいろいろなところで起こっているのです。
坂東:それはそうですね。
益J1 :それを面白い学問だと，思って、必死になって、その人が面白いと言っていたら、たいがいの人
は、自分がやるかやらなし、かは別問題として、その学聞を認めると思いますよ。普通の科学者
だ、ったら。
川崎:新しいことをやると、やはりリスクはありますよね。リスクはやはり自己責任を取るという覚
悟がないと o 歴史的にみても最初に考えた人理解されないし認められない事が多い。そういう
ものですよ。物理の場合、認められるまでに、 5年も 10年もかかるということがあります。
益J1 :実際に、自己責任で、やって失敗した人もいます。自分が巻き込まれるのは嫌だけれども、あな
たの責任でやるのだ、ったらおやりなさいということは許容すると思うのです。
川崎:それはそういうことで、自己責任としてやるわけです。やはりリスクも覚悟してやると思うの
ですね。
益J1 :私は、学問ってそんなものだと思うのです。ほかの分野に進出してくると、自分のリスクでや
るわけです。だからその聞はノーペーパーでもいいと。
川崎:しかたないですね。
益川:だから、これは私は思ったのだけれども、生物物理に行った人は、だいたい40代なのです。 40.
代の一山お当てになった人が。
坂東:一山当ててから、新しいことをやる方がいいってことですかね。早川幸男先生の「浮気jって
そういう感じかもしれませんね。
益川:だから若手はいけない。これからまだ仕事をしていきたい人は、新しい分野に飛び込むのはだ
めです。一山当てたから、あと 5年くらいは失敗してもいいと思って行った人です。だから若
手は非常に保守的であります。
川崎:それはありますよ。松田博嗣さんだって、そうでしょう。物理でお仕事をされ基研の教授から
九大の生物教室の教授に転出され今では数理生物がご専門です。物理は九大の外でしかやらな
いと言っておられました。
益J1 :ゃれないと思う。
坂東:この話の、この雰囲気を、明日の研究会にもちこんで、ぜひ皆さんいろいろコメントしていた
だいていければありがたいと思います。明日は、また新しい話がいろいろありますので。今日
はどうも遅くまでありがとうございました。まだお話をされたい方はどうぞ。まだ食べるもの
は残っておりますので。年寄りが多いので、たくさん残っております。どうもありがとうござ
いました。
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